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平
成
28
年
４
月
か
ら
、
最

新
の
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
及
び
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
「
西
は
り
ま
消
防
本
部
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
消
防
の
広
域
化
に
伴
い
、

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、

管
内
の
１
１
９
番
通
報
を
全

て
受
信
し
、
消
防
隊
や
救
急

隊
へ
の
出
動
指
令
や
無
線
交

信
、
災
害
現
場
の
部
隊
へ
の

情
報
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
各
緊
急
車
両
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
現
場
に
も
っ
と
も
近
い

消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ

せ
、
災
害
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
令
台
は
最
大
８

席
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
規
模
災
害
時
や
通
報
が
集

中
し
た
場
合
に
も
、
迅
速
な

対
応
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

が
安
全
・
安
心
の
新
た
な
拠
点

と
し
て
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

本
部
　
情
報
指
令
室



　
西
は
り
ま
消
防
組
合
は
、
平
成
25

年
４
月
１
日
に
、
相
生
市
、
た
つ
の

市
、
宍
粟
市
、
太
子
町
、
佐
用
町

の
５
市
町
の
消
防
行
政
が
広
域
化

し
、
１
本
部
５
消
防
署
２
分
署
４
出

張
所
、
職
員
定
数
２
８
０
人
を
配
置

し
、
人
口
約
21
万
人
、
面
積
約
１
，

２
８
５
㎢
を
管
轄
す
る
一
部
事
務
組

合
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
た
つ
の
市
揖

保
川
総
合
支
所
に
消
防
本
部
機
能
を

整
備
す
べ
く
、消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
、

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
３
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
着
実
か
つ
適
正
に
実
施
し
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
運
用

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
用
開
始
に
併
せ
て
、
消
防

本
部
体
制
を
充
実
強
化
し
、
本
部
機

能
を
本
格
的
に
発
揮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
各
消
防
署
に
つ
き
ま
し

て
は
、
活
動
部
隊
と
し
て
の
人
員
を

確
保
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で

き
る
部
隊
運
用
を
行
う
と
と
も
に
、

統
一
し
た
指
揮
命
令
系
統
の
も
と

で
、
管
内
す
べ
て
の
緊
急
車
両
が
連

携
の
と
れ
た
動
態
を
実
現
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
の
災
害
は
、
地
震
や
津
波
は

も
と
よ
り
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
、
火
山
の
噴
火
な
ど
、
予
測
し

難
い
形
態
の
自
然
災
害
が
各
地
で
発

生
し
て
お
り
、
行
政
や
消
防
団
、
地

域
の
自
主
防
災
組
織
等
の
防
災
関
係

機
関
の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に
し
、

予
期
せ
ぬ
災
害
に
も
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、　

今
後
、
こ
の
広
報
誌
が
消
防
と
地
域

住
民
と
の
架
け
橋
と
な
り
、
防
火
・

防
災
に
向
け
た
情
報
発
信
の
根
幹
と

な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
消
防
行
政
に
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
25
年
の
「
西
は
り
ま
消
防
組

合
」
設
立
当
初
か
ら
、
消
防
活
動
を

円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
消
防
体
制
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
広
域
化
当
初
、
通
信
指
令
業
務
は

旧
４
消
防
本
部
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
通
信
指
令
業

務
の
一
元
化
に
向
け
、
新
た
な
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
着
手
し
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
消
防
本
部

に
お
い
て
運
用
を
開
始
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
消
防
指
令

シ
ス
テ
ム
で
は
、
１
１
９
番
通
報
者

の
位
置
情
報
を
瞬
時
に
解
析
し
出
動

部
隊
を
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
短

時
間
で
の
出
動
指
令
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
救
急
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
併
せ
て
管
内
に
14
の

消
防
無
線
基
地
局
を
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
、
可
聴
エ
リ
ア
が
拡
大
し
、

無
線
音
声
が
明
瞭
に
な
る
と
と
も

に
、
秘
匿
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
情

報
の
漏
洩
防
止
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用

開
始
に
よ
り
、
現
場
到
着
時
間
の
短

縮
、
活
動
支
援
の
強
化
、
情
報
の
集

中
管
理
、
大
規
模
災
害
時
の
応
援
要

請
な
ど
一
元
化
し
た
指
揮
命
令
系
統

の
確
立
、
組
織
力
の
あ
る
迅
速
・
的

確
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
本
部
体
制
の
充
実
強

化
と
署
所
の
専
任
化
に
よ
る
人
員
の

適
正
配
置
、
車
両
の
効
率
的
な
整
備

運
用
に
も
取
り
組
み
、
災
害
対
応
能

力
も
一
段
と
向
上
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
に
、
消
防
の
使
命
を

再
認
識
し
、
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
、
こ
の

広
報
誌
を
媒
体
と
し
て
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
消
防
業
務

に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西
は
り
ま
消
防
組
合

　
　

管
理
者（
た
つ
の
市
長
）

栗 

原　

一　

西
は
り
ま
消
防
組
合

　
　

 

消 

防 

長横
田 

京
悟

広報誌発刊のごあいさつ

2



消防長 次長

会計管理者

管理者・副管理者

消防組合議会

監査委員

公平委員会

消防本部

相生消防署

総務課・予防課・警防課
情報指令室

庶務・予防担当
消防第１担当
消防第２担当

庶務・予防担当
消防第１担当
消防第２担当

庶務・予防担当
消防第１担当
消防第２担当

庶務・予防担当
消防第１担当
消防第２担当

庶務・予防担当
消防第１担当
消防第２担当

新宮分署

揖保川出張所

御津出張所

一宮分署

波賀出張所

千種出張所

たつの消防署

宍粟消防署

太子消防署

佐用消防署

◎西はりま消防組合組織図

西はりま消防組合の組織・人事・財政状況西はりま消防組合の組織・人事・財政状況

◎平成２７年度決算概要
　西はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総
額が 4,062,277 千円、歳出総額が 3,975,077 千円で、
歳入歳出差引額は、87,200 千円となっています。

◎職員の競争試験及び選考の状況
　西はりま消防組合職員の採用は競争試験により行っ
ており、平成２７年度の実施状況は下のとおりです。
職種区分 消防士

大卒区分 短高卒区分

申込者数 10人 申込者数 39人

受験者数 10人 受験者数 36人

合格者数 3人 合格者数 8人

倍率 3.3倍 倍率 4.5倍

（H28.4.1現在）

◎職員の平均年齢及び平均給料月額

注）「給与月額」とは、職員の給料月額と毎月支払われる諸手当の合計額

平均年齢 40.8歳

消防職員 平均給料月額 313,227円

平均給与月額 379,176円

（H28.4.1現在）

◎年齢別職員実数

条例定数 280人

職員実数 280人

年齢別内訳

20歳　未満 8人 40歳～43歳 36人

20歳～23歳 24人 44歳～47歳 23人

24歳～27歳 23人 48歳～51歳 25人

28歳～31歳 29人 52歳～55歳 31人

32歳～35歳 22人 56歳～59歳 39人

36歳～39歳 20人

（H28.4.1現在）

・高機能消防指令システム整備
・消防救急デジタル無線整備
・高規格救急車更新（相生消防署）
・消防ポンプ自動車更新（たつの消防署）

・指揮車更新（たつの消防署）
・査察車更新（たつの消防署）
・資機材搬送車配備（宍粟消防署）

◎平成２７年度の主な事業

歳入決算額
4,062,277

千円

繰越金 59,340 千円 諸収入 16,688 千円

相生市負担金
  540,655 千円

たつの市負担金
  1,166,462 千円宍粟市負担金

1,130,010 千円

太子町負担金
543,234 千円

佐用町負担金
589,177 千円

国庫支出金
 9,690 千円

使用料及び
手数料
　7,021 千円

歳出決算額
3,975,077

千円

議会費 915 千円 総務費 18,365 千円

 常備消防費　　
（人件費、予防・警防・　

救急活動事業費、
高機能消防指令システム　

整備など）
3,812,139 千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、
庁舎維持補修費、
消防車両更新配備費など）　
143,658 千円
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住宅用火災警報器を正しく設置しましょう！
住宅用火災警報器はなぜ設置するの？

　住宅火災で亡くなられた方のうち、半数以上の人が「逃げおくれ」が
原因で大切な命を失っています。特に就寝中の火災が多く、早めに知る

ことができれば、助かる可能性が大きく
なります。

家のどこに取り付ければいいの？

　台所、寝室、避難経路となる階段（寝室
が２階の場合）には必ず設置しましょう。

　の場所は、西はりま消防組合火災
予防条例で設置が義務付けられてい
ます。

点検は必要？ 定期的（１か月に１回程度）に火災警報器が鳴るかテストしてみましょう。
また、１０年をめどに機器の交換をおすすめします。

※点検方法は点検ひもを引く、点検ボタンを押すなど、機器により違いますので、取扱説明書をご確認ください。
　設置場所や取り付け方法など、ご不明な点は消防本部予防課又は各消防署指導係までお問い合わせください。

設置は義務です！

イラスト協力（一財）日本防火・防災協会

消火・人命救助・救命処置に消防長感謝状を贈呈

＜功績のあった方々＞
左から
山田　貴寛様（たつの市揖西町）
大西　弘之様（姫路市飾磨区）
岡本　真也様（姫路市広畑区）
長石　研次様（たつの市龍野町）
宍戸　章司様（姫路市栗山町）

＜事案の概要＞
　平成２８年８月、たつの市
揖保川町で発生した建物火災
において、付近で作業中の 5
名の男性が迅速な通報・消火・
救出活動を実施されました。

＜功績のあった方々＞
左から
株式会社科学飼料研究所龍野工場
阿部　敏行様（工場長）
鶴井　　広様（たつの市龍野町）
岸本　将彰様（たつの市新宮町）

＜事案の概要＞
　平成２８年１０月、たつ
の市揖西町の運動公園で心
肺停止状態の方に、社内備
え付けの AED を使用して
救命処置を実施されまし
た。

＜功績のあった方々＞
左から
坂上　忠正様（たつの市龍野町）
孝本慎之介様（佐用郡佐用町）

＜事案の概要＞
　平成２８年１１月、たつ
の市龍野町で発生した建物
火災において、付近住民男
性と通学中の男子高校生
が、水バケツ・消火器を使
用した初期消火と救出活動
を実施されました。

本部総務課 ☎ 0791-76-7119

本部予防課 ☎ 0791-76-7120

寝室 階段 寝室

台所

4



西はりま緊急消防援助隊 出動！平成２８年 管内災害出動件数

　緊急消防援助隊は阪神・淡路大震災を教訓に、
全国の消防機関による応援を速やかに実施するた
め、平成７年度に創設されました。
　日常は地域住民のために、消防活動を続ける部
隊ですが、いざ、大災害が発生すると全国の部隊
が一致団結して、国民の生命を守ります。
　全国で5,451隊が登録され、昨年の熊本地震で
は1,644隊が出動、西はりま消防組合からは救助
隊・救急隊など延べ８隊、２４名を派遣し、救助
活動などを行いました。

相生
消防署

たつの
消防署

宍粟
消防署

太子
消防署

佐用
消防署

合　計

火災出動 16
（9）

22
（22）

14
（23）

5
（8）

10
（9）

67
（71）

建物 8 12 5 4 5 34

林野 1 1 0 0 0 2

車両 3 2 3 1 2 11

その他 4 7 6 0 3 20

救急出動 1,259
（1,234）

3,189
（3,061）

1,865
（1,759）

1,435
（1,350）

849
（868）

8.597
（8,272）

急病 793 1,908 1,044 876 485 5,106

交通事故 158 334 148 218 61 919

一般負傷 164 488 282 199 128 1,261

転院搬送 87 343 315 96 144 985

その他 57 116 76 46 31 326

救助出動 19
（20）

30
（29）

37
（32）

32
（14）

18
（12）

136
（107）

交通事故 13 15 23 23 9 83

建物事故 4 5 2 4 3 18

水難事故 0 1 1 3 1 6

その他 2 9 11 2 5 29

各消防署の活動

■ 専門学校生に講義

■ 歌とダンスで広報

　相生消防署では、相生市看護専門学校の授業の
一環として「災害医療」について、職員が講義し
ています。講義では、集団災害等でのトリアージ
（治療や搬送の優先順位決定）を重点的に行い、
学生達からは「実践的な授業を受ける事ができ、
今後に活かしていきたい」などの将来に直結する
考えを持っていただいております。

　６月の危険物安全週間
には、１日消防署長『相生
みなとの女王』による啓
発活動を実施しています。
　平成２８年度は、市内
コンビニ店駐車場で市内
幼稚園児たちが歌とダンスを披露し、「危険物の
取扱いに注意しましょう！」と、多数の買物客に
呼びかけていただきました。

図上訓練の様子

あおば幼稚園園児たち

（　）内は前年件数

本部警防課 ☎ 0791-76-7121

相生消防署 ☎0791-23-7119
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■ 消防レンジャーショーで啓発
　たつの消防署では、住民の皆さまにわかりや
すく、親しみを感じていただける防火指導に力
を入れています。
　「消防レンジャー」は職員の発案と演出により
始まったもので、子どもだけに限らず、広く住
民の皆さまにその存在が知られるようになりま
した。
　開始当初は、幼児期における防火思想の普及
啓発を目的としていましたが、今では住民の皆
さまが多数参加、観覧するイベントに出演し、
火災予防だけではなく救急救命に関する知識習
得にも一役をかっています。

　中学生及び高校生を対象とした本講座では、夏
休み中の３日間、消防士としての活動体験を通じ
て知識や技術を習得し、地域自主防災の担い手を
育成することを目指して、毎年若者たちの挑戦を
受け入れています。
　消火・救急・救助訓練にチャレンジし、災害対応
力を身に着け、チームワークの大切さを学んでいます。
　この講座を受講し、消防士になる夢をかなえ、
現在、消防署に勤務している職員もいます。

■ 未来の防火救命リーダーの育成

ロープ降下訓練

急斜面での引き掲げ救助訓練

　西はりま消防組合における平成２８年中のド
クターヘリ要請件数は９８件でしたが、そのう
ちの実に約半数を宍粟消防署が占めています。
救命センターまで救急車で３０分以上かかる当
地域では、いち早く医師が医療介入することで、
多くの命を助けることができます。
　また、救急救命士も重症者に点滴を行ったり、
血糖測定やブドウ糖投与を行えるようになるな
ど、処置が拡大されました。

　近年の登山ブームにより、「宍粟５０名山」へ
の登山者は増加傾向にあり、山の事故が毎年発生
しています。
　宍粟消防署では、そのような事故にも迅速・的
確に対応するため、年間を通して山岳救助訓練を
実施しています。
　また、事故発生時には要救助者を早期に救出す
るために、兵庫県防災ヘリと連携した活動も行っ
ています。

■ 山の事故、急増！

■ ドクターヘリで救命率向上

出前講座を
　ご利用ください!!

　西はりま消防組合では、火災や地震などにおける防火・防災対策とケガや病気の時
の応急手当などについて、住民の皆さまのご要望に応じて職員が出向きます。また、
各消防署において座学・実技指導なども行っています。

たつの消防署 ☎0791-63-3511

宍粟消防署 ☎0790-62-0119
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■ 豪雨・急流体験
　平成２１年佐用町豪雨災害を教訓に、佐用消防
署では豪雨・急流体験装置を職員で作製し、様々な
イベントで住民の方々に体験してもらっています。
　雨の強さ、水の流れの怖さ、長靴での避難の難
しさなどを、身を持って感じてもらうことで、災
害の怖さを伝えていけるよう取り組んでいます。
　なお、各消防署でも同様の装置を備えています
のでぜひ体験してください。

　春と秋の火災予防期間中と、年末警戒期間中の
夜間、「火の用心」イルミネーションを点灯して
います。
　これは、職員が手作りしたもので、文字を LED
チューブライトで形取り、木板に固定しました。
　一つの文字の大きさは２ｍ×２ｍで、訓練塔の
南壁面に設置し、道行く皆さまに文字通り「火の
用心」を呼びかけています。

■ イルミネーションで火の用心

■ 「消防わくわく広場」開催
　住民一人ひとりに防火・防災意識の高揚と消防
に対する理解を深めていただくため、「見て・聞
いて・体験して」をテーマに、子どもから大人ま
で楽しんで学べるイベントを毎年９月に太子消防
署訓練場にて開催しています。
　平成２８年度には、５つの体験コーナーを設け、子
どもたちの真剣な表情で体験する姿が見られました。
　なんと来場者数 500 名！
　今年も多数の皆さまのご来場をお待ちしております。

煙体験・フリークライミング体験・水消火
器体験・放水体験・レスキュー体験

　水の事故への対応を強化しようと、日ごろ
からたつの消防署と合同で、水難救助訓練を
実施しています。潜水業務を担う隊員は、海
上保安庁などの機関との連携や資器材の取扱
いに細心の注意を払って
訓練し、救助技術の向上
に取り組んでいます。

■ 「水難救助訓練」実施

放水体験コーナー

体験中の様子

訓練塔

海・プールでの訓練

出前講座の申込みについて
　申込みは、日時・場所・内容などの調整が必要ですので、できる限り早めの連絡
をお願いします。また、出前講座内容については、消防署により講座内容に違いが
ありますので、気軽に各消防署までお問い合わせください。

太子消防署 ☎079-276-1191

佐用消防署 ☎0790-82-3872

体　験
コーナー
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不撓不屈・冷静沈着・一致団結 をモットーに！

　私たち１１名は平成２８年４月に採
用され、消防士になるため、４月から三
木市にある全寮制の兵庫県消防学校で、
半年間の初任教育を修了しました。
　現在は、救急業務に関する研修を受
講しており、平成２９年４月からは一
人前の消防士として現場活動の最前線
に立つことを夢見て頑張っています。

後列左から福本悠介、根田鈴汰、友延浩基、伊野貴俊、小林千人、金谷凛斗
前列左から小林竜太、安田隆敏、黒田昌資、湯淺果央子、春名龍斗

私たちは平成２８年度採用の
新人職員です

西はりま消防組合に勤務する２名の女性消防士をご紹介します。
①消防士志望動機　②現在の職務　③今後の抱負・将来の目標

女性消防士、活躍中!!

①救急救命士とし
て住民の皆さまの
役に立ちたかった
からです。
②たつの消防署で
救急係に配属され
ています。救急隊

員だけではなく、消防隊員として火災現場にも
出動しています。
③一つとして同じ現場はなく、一期一会の精神
で住民の皆さまに寄り添いたいと思います。将
来は救急救命士を目指します。

　消防庁舎には女性施設も整っていますし、女性目
線に立った接遇や防火・救急講習など活躍の場面はた
くさんあります。住民の皆さまから感謝の言葉を頂い
たとき、消防士になってよかったと感じます。「がんば
りが成果につながる」やりがいのある仕事です。一緒
にがんばりましょう。

●勢
せ の う

納 美
み わ

和（平成２７年度採用）
①平成２１年の佐用町
豪雨災害で自宅が被害
に遭いました。災害か
ら住民を守る仕事につ
きたいと熱望し、消防
士になりました。
②現在は、兵庫県消防
学校に入校し、救急隊

員の資格を得るため勉強中です。
③今は一日でも早く、一人前の消防職員になり
たいと思っています。

●湯
ゆ あ さ

淺 果
か お こ

央子(平成２８年度採用)

消防士を目指す女性たちへ２人からのアドバイス 　

　西はりま消防組合では、平成３０
年４月採用の消防職員を募集します。
　採用試験案内ができましたら、西
はりま消防組合のホームページや消
防組合各構成市町の広報誌などでお
知らせします。

消防職員を募集します

　最寄りの消防署へ電話をかけて消防車や救急車の要請をしても、要請を受けた署所は消防指令センターへ連絡し
た後に出動するため、出動が遅れる場合があります。

診察してくれる病院を知りたいときは…

消防車・救急車の要請は、迷わず局番なしの119番通報をしてください！

0791-76-7300
消防指令センター

0791-76-7160
休日・夜間病院案内 ※自動音声

災害の情報を知りたいときは…

0791-76-7150
災害情報案内 ※自動音声
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